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Ⅰ 事業活動の概要（対象範囲） 

 

事業所名  有限会社千代田衛生 

代表取締役  代表取締役 樋口 哲一 

所在地  本社 

  〒315-0056 茨城県かすみがうら市上稲吉 17-3 

     [電 話]０２９９－５９－２３５８ [ＦＡＸ]０２９９－５９－５４４９ 

 

ホームページ  https://chiyodaeisei.com/ 

 

環境管理責任者  樋口 祐三 

 

事業の規模 

  設立   昭和 55 年 5 月 20 日 

  資本金  ３00 万円 

  収集運搬量  一般廃棄物収集運搬量 9923.22ｔ 

         産業廃棄物収集運搬量 29.0ｔ 

         古紙類収集運搬量   803.08ｔ 

  売上高  ２２７，２００千円（令和５年 4 月決算期） 

  社員数  １7 名（令和 5 年 4 月 30 日現在） 

  用地   本社及び車庫 1,000 ㎡（300 坪） 

        

 

事業の概要（対象範囲） 

  一般廃棄物収集運搬業（かすみがうら市・土浦市） 

  産業廃棄物収集運搬業（茨城県） 

  浄化槽清掃業（かすみがうら市） 

  浄化槽保守点検業（かすみがうら市） 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 



事業計画の概要 

弊社業務は、廃棄物の収集及び運搬を、特に家庭ごみの収集運搬を主たる事業とし

展開しております。 

廃棄物を適正に処理をする施設へ、安全かつ環境負荷が少ない運搬に努めると共に、

３Ｒを推進し循環型社会の実現に貢献してまいります。 

また、関係法令等を遵守することは元より、環境マネジメントシステムの継続的な

運用により環境への取り組みも行うことで、着実で健全な事業を行っていきます。 

取得許可 

一般廃棄物収集運搬業     

市名 許可番号 許可年月日 許可期間 

かすみがうら市 第 68 号 令和 4 年 3 月 31 日 
令和 4 年 4 月 1 日から  

令和 6 年 3 月 31 日まで 

土浦市 第 30 号 令和 4 年 3 月 25 日 
令和 4 年 4 月 1 日から  

令和 6 年 3 月 31 日まで 

  浄化槽清掃業  

市名 許可番号 許可年月日 許可期間 

かすみがうら市 第 3 号 令和 4 年 3 月 31 日 
令和 4 年 4 月 1 日から  

令和 6 年 3 月 31 日まで 

  産業廃棄物収集運搬業    

許可権者 許可番号 許可年月日 許可有効期限 廃棄物の種類

茨城県 第00801057369号 平成30年12月21日 平成35年11月26日

汚泥（水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばい
じん等を除く。）・廃プラスチック類(自動車等破
砕物及び石綿含有産業廃棄物を除き、水銀使用製
品産業廃棄物を含む。)・紙くず・木くず・繊維く
ず・動植物残さ・金属くず(自動車等破砕物を除
き、水銀使用製品産業廃棄物を含む。)・ガラスく
ず、コンクリートくず及び陶磁器くず(自動車等破
砕物及び石綿含有産業廃棄物を除き、水銀使用製
品産業廃棄物を含む。)・がれき類（石綿含有産業
廃棄物を除く。)

  

   会社沿革 

     昭和 55 年  5 月 有限会社千代田衛生 設立  

              一般廃棄物収集運搬業務開始 

              旧千代田村及び旧出島村（現かすみがうら市）において 

              一般廃棄物収集運搬業許可取得 

              浄化槽清掃業許可取得 

     平成 ９年  2 月 一般貨物自動車運送事業許可取得 

     平成 10 年  4 月 土浦市において一般廃棄物収集運搬業許可取得 

     平成 10 年 10 月 茨城県産業廃棄物収集運搬業許可取得 

      

 

 

 



設備等の状況 

     計量装置付塵芥車  3.5ｔ車：4 台 

     塵芥車  3.5ｔ車：4 台 3ｔ車：1 台 2ｔ車：1 台 

     ダンプ車  2ｔ車：3 台 

     脱着装置付コンテナ専用車  4ｔ車：2 台 

     糞尿車  3,700Ｌタンク：1 台 3,500Ｌタンク：２台  

     冷蔵冷凍車：1 台 

     フォークリフト  回転式：１台 

 

組織図 

作成日：
作成者：

（主な業務） （主な業務）

・運送コスト管理 ・機械器具のコスト管理

・ルート管理 ・顧客管理

（主な業務）

・車両整備

・構内整理

（主な業務） （主な業務）

・営業 ・各課データ管理

・帳票類のまとめ ・事務所内備品の管理

・事務用品等コスト管理

①経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。
②環境管理責任者の任命を行い、必要な権限を与える。
③環境経営方針を制定し、定期的に見直しを行い、指示する。
④環境経営システムを運用する為に、必要な経営資源の提供をする。

①環境経営システムの作成及び見直しを行い、運用する為に事務局を運営する。
②事務局にて報告された状況について代表者に報告する。
③環境課題に対する審議内容を代表者に報告する。
④環境・コンプライアンスについて従業員への啓発、教育研修実施
⑤関連法規の調査
⑥事務局での協議内容の文書記録の保管

①環境経営計画の推進
②遵守状況の把握
③定期的な数字目標への進捗状況の把握
④各従業員への個別指導
⑤運用維持に関する各事項の報告
⑥運営上の是正・予防処置

管理者

組　織　図

生稲　義実

廃棄物処理 浄化槽点検

宇佐美　智典

現場

管理者

管理者

樋口　祐三 下平　歩

宇田　義幸

環境管理責任者

営業及び総務
下平　歩

事務局

代表者

職名

樋口　祐三

事務局

主な役割

環境管理責任者　樋口　祐三
令和4年2月1日

整備管理

環境管理責任者

専務取締役　樋口　祐三

代表者

代表取締役　樋口　哲一

 



Ⅱ 環境経営方針 

 
 
 

環 境 経 営 方 針 
 

基本理念 
有限会社千代田衛生は「無から有を得る」を社訓とし、廃棄物の収集及び運搬の業務を通し

て、「不要」な物を「必要」な物へ少しでも変えていけるよう、企業・個人を問わず積極的に
アプローチを行い、循環型社会の形成に貢献していきます。 
 

行動指針 
1．環境関連の法規を遵守します。 
2．環境経営の継続的改善に努めます。 
3．以下の項目を重点分野とし、取り組みに努めます。 
 ①化石燃料の使用量の削減。 
 ②新たな再資源化技術及び施設の情報収集の徹底。 
 ③ライフスタイルの変化に柔軟に対応できる組織の構築。 
 
4．環境経営方針は全従業員に周知します。 
 
 

制定日：2020年 5月 1日 
有限会社千代田衛生 

代表取締役 樋口 哲一 
 

 



Ⅲ 環境経営目標とその実績 

 （１）運用期間 

   運用期間は 202２年５月～20２３年 4 月の数値にて評価する事としました。 

（２） 目標状況 

今後は、次の 3 ヵ年目標を掲げて環境活動に取り組んでいきます。 

なお、化学物質についての取扱・使用はありませんが、発生した時はあらためて取

り組みを計画します。 

社長 環境管理責任者 事務局

作成日： 2021年5月1日
作成者： 事務局 2021年5月1日 2021年5月1日 2021年5月1日

１．CO2排出量削減（①+②+③+④） 1%削減 2%削減 3%削減

（単位：kg-CO2/千円（売上高）） 0.840 0.832 0.823 0.815

（単位：kg-CO2） 166885.38 165216.53 163547.67 161878.82

　①   電力使用量（単位： kWh ） 21,692.00 21,475.08 21,258.16 21,041.24

　②　灯油使用量（単位：ℓ） 1,083.00 1,072.17 1,061.34 1,050.51

　③　 ガソリン使用量（単位：ℓ） 7,490.94 7,416.03 7,341.12 7,266.21

　④　軽油使用量（単位：ℓ） 52,067.70 51,547.02 51,026.35 50,505.67

2．水使用量（下水量より換算）の削減 1％削減 2%削減 3%削減

（単位：㎥/百万円（売上高）） 3.32 3.29 3.25 3.22

（単位：㎥） 659.00 652.41 645.82 639.23

3．廃棄物排出量の（一般）削減 1%削減 2%削減 3%削減

（単位：kg/百万円（売上高）） 138.53 137.13 135.73
139.93

【環　境　経　営　目　標】
作成・承認欄

取組項目
（目標は「１．」～「７．」で、①～④は目標としていません。）

2020年度実績
（基準値）

2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（3）結果（実績）については次の通りです。 

社長 環境管理責任者 事務局

作成日：2023/6/1
作成者：事務局 2023年6月1日 2023年6月1日 2023年6月1日

１．CO2排出量削減（①+②+③+④）

（単位：kg-CO2/千円（売上高）） 0.82 0.71 ○

（単位：kg-CO2） 163,547.67 162,274.12 ○

　①   電力使用量（単位： kWh ） 21,258.16 20,041.00

　②　灯油使用量（単位：ℓ） 1,061.34 800.00

　③　 ガソリン使用量（単位：ℓ） 7,341.12 7,387.54

　④　軽油使用量（単位：ℓ） 51,026.35 52,561.09

2．水使用量（下水量より換算）の削減

（単位：㎥/百万円（売上高）） 3.25 2.39 ○

（単位：㎥） 645.82 543.00 ○

3．廃棄物排出量の（一般）削減

（単位：kg/百万円（売上高））

【2022年実績】
作成・承認欄

取組項目
（目標は「１．」～「７．」で、①～④は目標としていません。）

2022年度目標
（22年5月～23年4月）

2022年度実績
（22年5月～23年4月）

目標達成状況

137.13 43.29 ○

注：目標達成状況は、○を目標達成、△を目標未達ではあるが基準値以上、×を基準値以

下とする。



 

 

 
Ⅳ 主要な環境経営計画の内容 

(1) 目標を達成するための取組み 

① 電力によるＣＯ２排出量削減（参考：電力使用量実績把握） 

• 使用してない照明をこまめに消すと同時に、退出時の消し忘れに注意 

• 昼休みの消灯を実施。 

• 事務所の冷暖房の温度設定の管理 

• 各スイッチの場所に表示 

② ガソリン・軽油によるＣＯ２排出量削減（参考：ガソリン・軽油使用量実績把握） 

• 車輛入替の実施 

• 車輛管理クラウドサービスの導入 

• エコドライブの推進 

• アイドリングストップの徹底 

• 急の付くことをせず、ふんわりアクセル「e スタート」の心がけ 

• 車内エアコンの適切な使用 

• 点検・整備の徹底（タイヤの空気圧チェックなど） 

③ 灯油によるＣＯ２排出量削減（参考：灯油使用量実績把握） 

• 加湿器の導入 

• 冬季の暖房機器の設定温度の徹底 

• フォークリフトの省エネ運転 

• 高圧洗浄機の無駄の無い使用 

④  水使用量の削減 

• 水使用時に出し放しをしないよう周知 

• 節水を表示 

⑤ 一般廃棄物排出量の削減 

• 紙・缶など資源ゴミの分別徹底 

• コピー用紙削減の為、裏紙利用や両面印刷 

• 封筒の再利用 

• メールや LINE などを使い、社内連絡などには紙の使用を控える努力 

• プレビューなどの確認も含め印刷ミスを無くすように努力 

  

 



 

 

Ⅴ 環境経営の取組み結果の評価 

(1) 当社の環境への負荷の低減・管理への評価 

今年度はＣＯ２排出量削減（売上高原単位）に関しては、本目標を達成する事ができ

ました。 

内訳のすべての項目においても、目標を達成する事ができました。 

大きな要因として、業務縮小による作業場の閉鎖が大きく寄与したと考えられます。 

(2) 環境マネジメントシステム導入の評価 

• 法規制について、あらためて文面等を再確認することができたことにより、細か

い点までチェック機能が強化されました。 

• 本業が廃棄物の収集運搬である事から、車両の運行に関する教育、情報共有は行

っておりましたが、ＣＯ２排出量の大きな要素となっている軽油使用量等について

無駄を無くす手段を検討・実施し、ＣＯ２排出量削減進捗状況の評価等を行う事に

より、問題点に対する対策の検討が、以前より的確にできるようになりました。 

• マネジメントシステムとして取り組むことにより、社員の環境負荷の削減意識の

みならず、作業場や車両運転時の労災事故の防止に向けた意識が向上しました。 

(3) 次年度の取組内容 

今年度は、年間を通して取組を推進した結果、ＣＯ２排出量削減（売上高原単位）に

ついて、目標を達成する事ができました。 

また、環境経営方針の行動指針について、全体会議時はもとより、個別の会議やミー

ティング時にも確認しあいながら、取組み意識の向上を図ります。 

 



 

 

Ⅵ 環境関連法令等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

(1) 適用される主な環境関連法令等の遵守状況の確認及び評価の結果 

以下の法令について、環境管理責任者により 202３年 4 月 30 日各要求事項

が実施されかつ問題のないことを確認しました。 

• 廃棄物の処理に関する法律 

• 浄化槽法 

• 水質汚濁防止法 

• フロン排出抑制法 

• 家電リサイクル法 

• 労働安全衛生法 

• 消防法 

(2) 違反、訴訟等  

202２年度において、環境関連の違反、訴訟等はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。 

 

 

Ⅶ 代表者による全体評価と見直しの結果 

  今年度も売上が増加しました。仕事量の増加によりＣＯ２排出量の一番大きなファ

クターである軽油使用料は増加しました。しかしながら業務整理縮小による作業場の

封鎖により業務効率化が図られ、全体としては環境経営目標が達成する事ができまし

た。また、2021 年度末から導入しました、「クラウド型車両運行管理」の導入によ

り、個々の運転指導および管理が進み、従業員一人一人の意識向上につながった事も

多きな要因となりました。 

  今後は、昨年度からの課題であります、労働環境の改善に着手いたします。具体的

には休日を増やし、労働日数の削減に努め、従業員の活力を引き出し、さらなるマネ

ジメントシステムの継続的改善を行ってまいります。 

以上 


